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橋
下
徹
大
阪
市
長
、松
井
一
郎
大
阪
府
知
事
の
オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
八
尾
受
け

入
れ
提
案
撤
回
、安
倍
晋
三
首
相
の
訓
練
移
設
検
討
の
取
り
や
め
を
求
め
る

保 団 連
代議員会

　

オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
の
八
尾

空
港
受
け
入
れ
提
案
に
対
す

る
協
会
政
策
部
長
の
抗
議
声

明
は
次
の
通
り
。

◇

　

日
本
維
新
の
会
共
同
代
表

　

保
団
連
第
３
回
代
議
員
会

が
６
月
30
日
、
東
京
都
内
で

開
か
れ
、
協
会
か
ら
代
議
員

の
小
澤
力
理
事
長
、
冨
本
昌

之
副
理
事
長
、
伊
津
進
弘
理

事
・
相
談
役
、
保
団
連
理
事

の
寺
嶋
洋
幸
理
事
が
参
加
し

た
。

　

協
会
を
代
表
し
て
小
澤
力

理
事
長
が
発
言
に
立
ち
「
保

団
連
や
協
会
が
行
っ
た
歯
科

治
療
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
か
ら
、
経

済
的
な
負
担
が

足
か
せ
と
な
っ

て
受
診
で
き
な

い
事
例
が
後
を

絶
た
な
い
」
こ

と
や
、
協
会
会

員
意
見
調
査

（
２
０
１
２
年
）

で
「
医
業
所
得
４
０
０
万
円

未
満
が
最
多
の
19
・
６
％
に

達
し
て
い
る
」
な
ど
、
歯
科

医
療
の
厳
し
い
現
状
を
報

告
、
全
国
連
絡
会
が
提
起
し

た
「
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
安
全
・
安
心
の

歯
科
医
療
を
受
け
ら
れ
る
」

よ
う
に
署
名
の
重
要
性
と
医

科
・
歯
科
一
体
の
協
会
・
医

会
、
保
団
連
の
特
徴
を
生
か

せ
る
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医

療
」
連
絡
会
の
全
国
で
の
結

成
を
呼
び
か
け
た
。

　

協
会
が
常
任
幹
事
を
務
め

る
大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
が
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る

　

代
議
員
会
で
は
、
予
算
・

決
算
や
診
療
報
酬
改
定
に
向

け
た
重
点
要
求
な
ど
、
す
べ

て
の
議
案
が
賛
成
多
数
で
採

決
さ
れ
、「
皆
保
険
の
空
洞

化
・
社
会
保
障
解
体
を
許
さ

ず
社
会
保
障
と
平
和
を
守
る

政
治
を
求
め
る
」
決
議
を
全

会
一
致
で
採
択
し
た
。

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
２

日
、
四
條
畷
市
、
大
東
市
を

皮
切
り
に
始
ま
っ
た
。
今
年

の
要
望
は
、
国
保
、
健
診
、

介
護
、
生
活
保
護
、
子
ど
も

施
策
な
ど
を
柱
と
す
る
33
項

目
で
、
自
治
体
の
福
祉
施
策

等
の
充
実
を
求
め
た
。

　

四
條
畷
市
で
は
、
生
活
保

護
問
題
に
触
れ
、
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
が
「
東
日
本
大
震
災

で
み
ん
な
苦
し
ん
で
い
る
の

に
あ
ん
た
は
甘
え
過
ぎ
」
な

ど
と
受
給
者
を
追
い
詰
め
て

い
る
実
態
が
出
さ
れ
た
。
市

当
局
は
、
弁
護
士
と
相
談
中

と
し
て
コ
メ
ン
ト
を
避
け

た
。
社
保
協
か
ら
「
停
止
・

廃
止
後
の
受
給
者
の
生
活
を

考
え
な
が
ら
相
談
に
乗
っ
て

ほ
し
い
」
と
求
め
た
。

　

大
東
市
で
は
、
当
局
か
ら

昨
年
、
同
市
か
ら
転
出
し
た

住
民
が
９
８
２
人
で
府
下
１

番
、
全
国
で
も
18
番
目
の
人

口
減
少
率
、
そ
の
う
ち
で
も

　

協
会
は
大
阪
府
保
険
医
協

同
組
合
と
共
催
で
、
救
急
薬

品
セ
ッ
ト
購
入
者
を
対
象
に

「
歯
科
で
必
要
な
救
急
薬
品

の
知
識
」
を
６
月
30
日
、
Ｍ

＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
講

師
は
、
愛
仁
会
高
槻
病
院
脳

神
経
外
科
部
長
・
砂
田
一
郎

氏
が
務
め
た
。

　

最
初
に
最
近
の
医
療
訴
訟

の
傾
向
と
し
て
は
歯
科
が
常

に
上
位
を
占
め
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
訴
訟
の
結
果

を
左
右
す
る
の
は
そ
の
時
点

の
医
療
水
準
と
さ
れ
、
診
療

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
影
響
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
緊
急

時
の
対
応
に
お
い
て
も
薬

剤
、
対
処
法
に
も
十
分
な
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

　

偶
発
症
の
種
類
は
神
経
性

シ
ョ
ッ
ク
が
半
分
以
上
で
、

麻
酔
中
、
直
後
に
発
生
し
や

す
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
場

合
、
気
管
支
痙
攣
、
心
停
止

時
に
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
注
を

１
シ
リ
ン
ジ
を
筋
注
す
る
。

改
善
し
な
い
場
合
は
さ
ら
に

も
う
１
シ
リ
ン
ジ
筋
注
。

　

迷
走
神
経
反
射
に
よ
る
除

脈
（
貧
血
）
に
は
ア
ト
ロ
ピ

ン
を
１
シ
リ
ン
ジ
筋
注
を
行

う
。
狭
心
症
の
持
病
の
方
は

薬
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
急

な
血
圧
上
昇
、
動
悸
の
場
合

は
ミ
オ
コ
ー
ル
を
使
う
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

過
換
気
症
候
群
の
場
合
、

現
在
は
紙
袋
に
よ
る
再
呼
吸

法
は
お
こ
な
わ
な
い
。
上
部

胸
郭
を
圧
迫
し
、
十
分
に
息

を
吐
か
せ
る
。
腹
式
呼
吸
を

す
る
。
と
い
う
の
が
現
在
の

主
流
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｏ
２
が
92
を
切
っ
た
場

合
に
は
酸
素
の
補
給
を
考
え

る
。
最
後
に
エ
ピ
ペ
ン
の
購

入
法
の
説
明
が
あ
っ
た
。
子

ど
も
の
場
合
は
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
注
よ
り
使
い
や
す
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

30
〜
40
歳
と
そ
の
子
ど
も
た

ち
の
世
帯
が
一
番
減
っ
て
い

る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
社

保
協
か
ら
「
府
下
的
に
見
て

も
す
べ
て
の
施
策
が
中
途
半

端
。
府
下
で
最
も
良
い
と
誇

れ
る
子
ど
も
の
施
策
を
思
い

切
っ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
、
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
制
度
な
ど
の
拡
充
を
求

め
た
。

　

大
阪
社
保
協
で
は
、
各
自

治
体
の
福
祉
行
政
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
改
善
を
訴
え

て
い
く
。
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
は
、
府
下
全
市
町
村
で
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。

〈
今
後
の
予
定
〉

　

７
月
17
日
和
泉
市
、
19
日

寝
屋
川
市
、
22
日
太
子
町
・

河
南
町
、
23
日
交
野
市
、
24

日
高
槻
市
、
25
日
忠
岡
町
・

岸
和
田
市
、
26
日
泉
佐
野
市

・
田
尻
町
、
29
日
貝
塚
市
、

30
日
豊
中
市
、
31
日
高
石
市

・
泉
大
津
市

計
画
の
検
討
を
指
示
し
た
。

　

府
民
・
地
元
自
治
体
に
な

ん
の
相
談
も
な
い
突
然
の
訓

練
移
設
検
討
の
提
案
は
、
自

治
体
の
長
と
し
て
見
識
を
問

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま

阪
府
下
に
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
は
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

沖
縄
県
民
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
昨
年
10
月
、
普
天
間

基
地
に
配
備
さ
れ
た
オ
ス
プ

（
山
口
）
を
拠
点
に
本
土
で

も
飛
行
を
繰
り
返
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
米
海
兵
隊
は

今
夏
、
普
天
間
基
地
に
オ
ス

プ
レ
イ
12
機
の
追
加
配
備
を

決
め
て
い
る
。

縄
県
民
の
総
意
は
全
県
議
会

議
員
と
41
全
市
町
村
首
長
・

議
長
が
連
名
で
提
出
し
た
安

倍
首
相
宛
『
建
白
書
』
が
示

し
た
よ
う
に
、「
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
を
直
ち
に
撤
去
す

レ
イ
の
普
天
間
基
地
配
備
を

固
定
化
し
、
そ
の
痛
み
を
全

国
に
拡
大
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。
沖
縄
で
も
全
国
で
も
米

軍
基
地
そ
の
も
の
の
撤
去
こ

そ
、
政
府
に
求
め
ら
れ
て
い

の
撤
回
を
求
め
て
き
た
。
私

た
ち
は
、橋
下
市
長
、松
井
知

事
の
オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
受
け

入
れ
提
案
に
強
く
抗
議
し
、

撤
回
を
求
め
る
と
共
に
、
安

倍
首
相
に
対
し
八
尾
空
港
へ

・
橋
下
徹
大
阪

市
長
と
同
会
の

幹
事
長
・
松
井

一
郎
大
阪
府
知

事
が
、
沖
縄
・

米
軍
普
天
間
基

の
訓
練
一
部
移

設
の
検
討
を
取

り
や
め
、
沖
縄

県
民
と
国
民
を

危
険
に
さ
ら
す

オ
ス
プ
レ
イ
の

地
に
配
備
さ
れ
て
い
る
垂
直

離
着
陸
機
Ｍ
22
オ
ス
プ
レ
イ

の
飛
行
訓
練
の
一
部
を
八
尾

空
港
で
受
け
入
れ
る
こ
と
を

安
倍
晋
三
首
相
に
提
案
、
首

相
は
小
野
寺
五
典
防
衛
相
に

た
、
八
尾
空
港
は
沖
縄
の
普

天
間
基
地
同
様
に
人
口
密
集

地
に
あ
り
、
事
故
が
起
こ
れ

ば
大
惨
事
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
。
世
界
一
危
険
と
い
わ
れ

る
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
を
大

レ
イ
は
、
人
口
密
集
地
や
学

校
上
空
は
飛
ば
な
い
な
ど
と

し
た
日
米
合
意
を
ほ
ご
に

し
、
傍
若
無
人
な
飛
行
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
普
天
間
基

地
の
ほ
か
米
軍
岩
国
基
地

　

橋
下
市
長
や
安
倍
首
相

は
、
訓
練
の
移
転
は
沖
縄
の

基
地
負
担
軽
減
の
た
め
と
し

て
い
る
が
、
沖
縄
県
民
の
願

い
を
歪
曲
し
、
国
民
を
あ
ざ

む
く
こ
じ
つ
け
で
あ
る
。
沖

る
こ
と
」「
米
軍
普
天
間
基

地
を
閉
鎖
・
撤
去
し
、
県
内

移
設
を
断
念
す
る
こ
と
」
で

あ
る
。

　

訓
練
の
一
部
移
転
は
、
沖

縄
県
民
を
苦
し
め
る
オ
ス
プ

る
。

　

私
た
ち
は
国
民
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
こ
と
を
使
命

と
す
る
歯
科
医
師
の
団
体
と

し
て
、
普
天
間
基
地
の
無
条

件
撤
去
と
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

配
備
撤
回
と
訓
練
中
止
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

２
０
１
３
年
６
月
11
日

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

 

政
策
部
長　

戸
井
逸
美

社保協キャラバン始まる
福祉充実求め四條畷・大東と懇談

小
澤
理
事
長
が
呼
び
か
け

保
険
で
よ
い

歯
科
連
絡
会

全
国
で
結
成
を

協
会
・
協
同
組
合
共
催
講
習
会

「
救
急
薬
品
の
知
識
」開
く

四條畷市（手前）との懇談の様子＝２日、同市内

すべての議案を賛成多数で可決
した保団連代議員会　　　　　
＝６月30日、東京都内　　　　


